
「
新
制

　御
本
典
作
法
」

経
本
及
び
音
源
の
修
正
に
つ
い
て

親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年

立

教

開

宗

八

百

年
　慶
讃
法
要

﹇
法
式
本
部
式
務
部
﹈

先
般
、
各
寺
院
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
親
鸞
聖
人
御
誕
生

八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百
年
慶
讃
法
要
に
依
用
す
る
「
新

制 

御
本
典
作
法
」
経
本
及
び
音
源
（
Ｃ
Ｄ
）
に
つ
い
て
、
以
下

の
修
正
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
。
お
手
数
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
い

た
し
ま
す
こ
と
、
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
修
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

修
正
済
の
経
本
及
び
音
源
（
Ｃ
Ｄ
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
改
め

て
各
寺
院
宛
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

○
経
本
修
正
箇
所

１
．
頌
讃
（
教
巻
）

①
12
頁
　

魚
山
目
録
の
上
に
、
声
明
集
（
蔵
版
本
）
に
合
わ
せ
【
毎
句
取

次
第
】
を
挿
入

修正後 修正前②
25
頁
　「
證
妙
果
」
に
付
帯
す
る
【
ユ
ル
ク
】
は
和
讃
譜
の
も
の
で
あ

る
た
め
、
左
に
移
す

③
28
頁
　「
髙
僧
説
」の
左
側
に
右
同
様
に
付
帯
す
る
【
ユ
ル
ク
】を
挿
入

２
．
正
信
念
佛
偈
（
行
巻
）

①
14
頁
　

経
段
の
同
音
部
分
の
先
頭
に
同
音
の
【
同
】
を
挿
入

修正後

修正後修正後 修正前修正前

修正前

7 6宗報 2022年 5 月号 宗報 2022年 5 月号

情報コーナー

「
新
制

　御
本
典
作
法
」

経
本
及
び
音
源
の
修
正
に
つ
い
て

親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年

立

教

開

宗

八

百

年
　慶
讃
法
要

﹇
法
式
本
部
式
務
部
﹈

先
般
、
各
寺
院
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
親
鸞
聖
人
御
誕
生

八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百
年
慶
讃
法
要
に
依
用
す
る
「
新

制 

御
本
典
作
法
」
経
本
及
び
音
源
（
Ｃ
Ｄ
）
に
つ
い
て
、
以
下

の
修
正
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
。
お
手
数
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
い

た
し
ま
す
こ
と
、
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
修
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

修
正
済
の
経
本
及
び
音
源
（
Ｃ
Ｄ
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
改
め

て
各
寺
院
宛
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

○
経
本
修
正
箇
所

１
．
頌
讃
（
教
巻
）

①
12
頁
　

魚
山
目
録
の
上
に
、
声
明
集
（
蔵
版
本
）
に
合
わ
せ
【
毎
句
取

次
第
】
を
挿
入

修正後 修正前②
25
頁
　「
證
妙
果
」
に
付
帯
す
る
【
ユ
ル
ク
】
は
和
讃
譜
の
も
の
で
あ

る
た
め
、
左
に
移
す

③
28
頁
　「
髙
僧
説
」の
左
側
に
右
同
様
に
付
帯
す
る
【
ユ
ル
ク
】を
挿
入

２
．
正
信
念
佛
偈
（
行
巻
）

①
14
頁
　

経
段
の
同
音
部
分
の
先
頭
に
同
音
の
【
同
】
を
挿
入

修正後

修正後修正後 修正前修正前

修正前

7 6宗報 2022年 5 月号 宗報 2022年 5 月号

情報コーナー

「
新
制

　御
本
典
作
法
」

経
本
及
び
音
源
の
修
正
に
つ
い
て

親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年

立

教

開

宗

八

百

年
　慶
讃
法
要

﹇
法
式
本
部
式
務
部
﹈

先
般
、
各
寺
院
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
親
鸞
聖
人
御
誕
生

八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百
年
慶
讃
法
要
に
依
用
す
る
「
新

制 

御
本
典
作
法
」
経
本
及
び
音
源
（
Ｃ
Ｄ
）
に
つ
い
て
、
以
下

の
修
正
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
。
お
手
数
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
い

た
し
ま
す
こ
と
、
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
修
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

修
正
済
の
経
本
及
び
音
源
（
Ｃ
Ｄ
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
改
め

て
各
寺
院
宛
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

○
経
本
修
正
箇
所

１
．
頌
讃
（
教
巻
）

①
12
頁
　

魚
山
目
録
の
上
に
、
声
明
集
（
蔵
版
本
）
に
合
わ
せ
【
毎
句
取

次
第
】
を
挿
入

修正後 修正前②
25
頁
　「
證
妙
果
」
に
付
帯
す
る
【
ユ
ル
ク
】
は
和
讃
譜
の
も
の
で
あ

る
た
め
、
左
に
移
す

③
28
頁
　「
髙
僧
説
」の
左
側
に
右
同
様
に
付
帯
す
る
【
ユ
ル
ク
】を
挿
入

２
．
正
信
念
佛
偈
（
行
巻
）

①
14
頁
　

経
段
の
同
音
部
分
の
先
頭
に
同
音
の
【
同
】
を
挿
入

修正後

修正後修正後 修正前修正前

修正前

7 6宗報 2022年 5 月号 宗報 2022年 5 月号

情報コーナー

「
新
制

　御
本
典
作
法
」

経
本
及
び
音
源
の
修
正
に
つ
い
て

親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年

立

教

開

宗

八

百

年
　慶
讃
法
要

﹇
法
式
本
部
式
務
部
﹈

先
般
、
各
寺
院
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
親
鸞
聖
人
御
誕
生

八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百
年
慶
讃
法
要
に
依
用
す
る
「
新

制 

御
本
典
作
法
」
経
本
及
び
音
源
（
Ｃ
Ｄ
）
に
つ
い
て
、
以
下

の
修
正
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
。
お
手
数
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
い

た
し
ま
す
こ
と
、
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
修
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

修
正
済
の
経
本
及
び
音
源
（
Ｃ
Ｄ
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
改
め

て
各
寺
院
宛
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

○
経
本
修
正
箇
所

１
．
頌
讃
（
教
巻
）

①
12
頁
　

魚
山
目
録
の
上
に
、
声
明
集
（
蔵
版
本
）
に
合
わ
せ
【
毎
句
取

次
第
】
を
挿
入

修正後 修正前②
25
頁
　「
證
妙
果
」
に
付
帯
す
る
【
ユ
ル
ク
】
は
和
讃
譜
の
も
の
で
あ

る
た
め
、
左
に
移
す

③
28
頁
　「
髙
僧
説
」の
左
側
に
右
同
様
に
付
帯
す
る
【
ユ
ル
ク
】を
挿
入

２
．
正
信
念
佛
偈
（
行
巻
）

①
14
頁
　

経
段
の
同
音
部
分
の
先
頭
に
同
音
の
【
同
】
を
挿
入

修正後

修正後修正後 修正前修正前

修正前

7 6宗報 2022年 5 月号 宗報 2022年 5 月号

情報コーナー

３
．
大
信
讃
（
信
巻
）

　
30
頁
　「
融
（
に
う
）」
と
、
13
頁
　

頌
讃
の
「
融
（
に
ゅ
）」
の
読
み
仮

名
の
統
一
を
は
か
る
た
め
、
ワ
ル
を
取
り
「
融
（
に
ゅ
）」
に
修
正

４
．
念
佛

　
31
頁
　「
陀
」
に
付
帯
す
る
仮
名
の
【
ん
】
を
削
除
し
、【
だ
】
の
み
に

す
る
（
３
頁
　

念
佛
伽
陀
「
陀
」
の
仮
名
と
統
一
を
は
か
る
）

５
．
回
向
句
（
證
巻
）

 

32
頁
　「
矣
」
の
文
字
に
【
や
】
と
振
り
仮
名
を
付
し
て
い
る
が
、
正

し
く
は
【
い
】
で
あ
る
た
め
修
正

６
．
法
要
修
行
の
手
引
き

 

38
頁
　「
〜
朱
蝋
燭
を
用
い
る
。」
を
「
〜
金
ま
た
は
朱
蝋
燭
を
用
い

る
。」
に
修
正

修
正
前
　
蝋
燭
は
朱
蝋
燭
を
用
い
る
。

修
正
後
　
蝋
燭
は
金
ま
た
は
朱
蝋
燭
を
用
い
る
。

○
音
源
修
正
箇
所

１
．
表
　
白

 

10
頁
　「
浄
土
真
実
」
読
み
間
違
い
の
た
め

 

修
正
前 

修
正
後

 「
じ
ょ
う
ど
し
ん
し
ゅ
う
」 

「
じ
ょ
う
ど
し
ん
じ
つ
」

２
．
大
信
讃

 

30
頁
　「
融
」
修
正
に
よ
る
読
み
替
え
の
た
め

 

修
正
前 

修
正
後

 

「
　
　

に
う
　

　
」 

「
　

　
に
ゅ
　
　

」

３
．
回
向
句

 

32
頁
　「
矣
」
修
正
に
よ
る
読
み
替
え
の
た
め

 

修
正
前 

修
正
後

 

「
　
　
や
　
　
」 

「
　
　
い
　
　
」

修
正
前

修
正
前

修
正
前

修
正
後

修
正
後

修
正
後

9 8宗報 2022年 5 月号 宗報 2022年 5 月号

情報コーナー

３
．
大
信
讃
（
信
巻
）

　
30
頁
　「
融
（
に
う
）」
と
、
13
頁
　

頌
讃
の
「
融
（
に
ゅ
）」
の
読
み
仮

名
の
統
一
を
は
か
る
た
め
、
ワ
ル
を
取
り
「
融
（
に
ゅ
）」
に
修
正

４
．
念
佛

　
31
頁
　「
陀
」
に
付
帯
す
る
仮
名
の
【
ん
】
を
削
除
し
、【
だ
】
の
み
に

す
る
（
３
頁
　

念
佛
伽
陀
「
陀
」
の
仮
名
と
統
一
を
は
か
る
）

５
．
回
向
句
（
證
巻
）

 

32
頁
　「
矣
」
の
文
字
に
【
や
】
と
振
り
仮
名
を
付
し
て
い
る
が
、
正

し
く
は
【
い
】
で
あ
る
た
め
修
正

６
．
法
要
修
行
の
手
引
き

 

38
頁
　「
〜
朱
蝋
燭
を
用
い
る
。」
を
「
〜
金
ま
た
は
朱
蝋
燭
を
用
い

る
。」
に
修
正

修
正
前
　
蝋
燭
は
朱
蝋
燭
を
用
い
る
。

修
正
後
　
蝋
燭
は
金
ま
た
は
朱
蝋
燭
を
用
い
る
。

○
音
源
修
正
箇
所

１
．
表
　
白

 

10
頁
　「
浄
土
真
実
」
読
み
間
違
い
の
た
め

 

修
正
前 

修
正
後

 「
じ
ょ
う
ど
し
ん
し
ゅ
う
」 

「
じ
ょ
う
ど
し
ん
じ
つ
」

２
．
大
信
讃

 

30
頁
　「
融
」
修
正
に
よ
る
読
み
替
え
の
た
め

 

修
正
前 

修
正
後

 

「
　
　

に
う
　

　
」 

「
　

　
に
ゅ
　
　

」

３
．
回
向
句

 

32
頁
　「
矣
」
修
正
に
よ
る
読
み
替
え
の
た
め

 

修
正
前 

修
正
後

 

「
　
　
や
　
　
」 

「
　
　
い
　
　
」

修
正
前

修
正
前

修
正
前

修
正
後

修
正
後

修
正
後

9 8宗報 2022年 5 月号 宗報 2022年 5 月号

情報コーナー

３
．
大
信
讃
（
信
巻
）

　
30
頁
　「
融
（
に
う
）」
と
、
13
頁
　

頌
讃
の
「
融
（
に
ゅ
）」
の
読
み
仮

名
の
統
一
を
は
か
る
た
め
、
ワ
ル
を
取
り
「
融
（
に
ゅ
）」
に
修
正

４
．
念
佛

　
31
頁
　「
陀
」
に
付
帯
す
る
仮
名
の
【
ん
】
を
削
除
し
、【
だ
】
の
み
に

す
る
（
３
頁
　

念
佛
伽
陀
「
陀
」
の
仮
名
と
統
一
を
は
か
る
）

５
．
回
向
句
（
證
巻
）

 

32
頁
　「
矣
」
の
文
字
に
【
や
】
と
振
り
仮
名
を
付
し
て
い
る
が
、
正

し
く
は
【
い
】
で
あ
る
た
め
修
正

６
．
法
要
修
行
の
手
引
き

 

38
頁
　「
〜
朱
蝋
燭
を
用
い
る
。」
を
「
〜
金
ま
た
は
朱
蝋
燭
を
用
い

る
。」
に
修
正

修
正
前
　
蝋
燭
は
朱
蝋
燭
を
用
い
る
。

修
正
後
　
蝋
燭
は
金
ま
た
は
朱
蝋
燭
を
用
い
る
。

○
音
源
修
正
箇
所

１
．
表
　
白

 

10
頁
　「
浄
土
真
実
」
読
み
間
違
い
の
た
め

 

修
正
前 

修
正
後

 「
じ
ょ
う
ど
し
ん
し
ゅ
う
」 

「
じ
ょ
う
ど
し
ん
じ
つ
」

２
．
大
信
讃

 

30
頁
　「
融
」
修
正
に
よ
る
読
み
替
え
の
た
め

 

修
正
前 

修
正
後

 

「
　
　

に
う
　

　
」 

「
　

　
に
ゅ
　
　

」

３
．
回
向
句

 

32
頁
　「
矣
」
修
正
に
よ
る
読
み
替
え
の
た
め

 

修
正
前 

修
正
後

 

「
　
　
や
　
　
」 

「
　
　
い
　
　
」

修
正
前

修
正
前

修
正
前

修
正
後

修
正
後

修
正
後

9 8宗報 2022年 5 月号 宗報 2022年 5 月号

情報コーナー

３
．
大
信
讃
（
信
巻
）

　
30
頁
　「
融
（
に
う
）」
と
、
13
頁
　

頌
讃
の
「
融
（
に
ゅ
）」
の
読
み
仮

名
の
統
一
を
は
か
る
た
め
、
ワ
ル
を
取
り
「
融
（
に
ゅ
）」
に
修
正

４
．
念
佛

　
31
頁
　「
陀
」
に
付
帯
す
る
仮
名
の
【
ん
】
を
削
除
し
、【
だ
】
の
み
に

す
る
（
３
頁
　

念
佛
伽
陀
「
陀
」
の
仮
名
と
統
一
を
は
か
る
）

５
．
回
向
句
（
證
巻
）

 

32
頁
　「
矣
」
の
文
字
に
【
や
】
と
振
り
仮
名
を
付
し
て
い
る
が
、
正

し
く
は
【
い
】
で
あ
る
た
め
修
正

６
．
法
要
修
行
の
手
引
き

 

38
頁
　「
〜
朱
蝋
燭
を
用
い
る
。」
を
「
〜
金
ま
た
は
朱
蝋
燭
を
用
い

る
。」
に
修
正

修
正
前
　
蝋
燭
は
朱
蝋
燭
を
用
い
る
。

修
正
後
　
蝋
燭
は
金
ま
た
は
朱
蝋
燭
を
用
い
る
。

○
音
源
修
正
箇
所

１
．
表
　
白

 

10
頁
　「
浄
土
真
実
」
読
み
間
違
い
の
た
め

 

修
正
前 

修
正
後

 「
じ
ょ
う
ど
し
ん
し
ゅ
う
」 

「
じ
ょ
う
ど
し
ん
じ
つ
」

２
．
大
信
讃

 

30
頁
　「
融
」
修
正
に
よ
る
読
み
替
え
の
た
め

 

修
正
前 

修
正
後

 

「
　
　

に
う
　

　
」 

「
　

　
に
ゅ
　
　

」

３
．
回
向
句

 

32
頁
　「
矣
」
修
正
に
よ
る
読
み
替
え
の
た
め

 

修
正
前 

修
正
後

 

「
　
　
や
　
　
」 

「
　
　
い
　
　
」

修
正
前

修
正
前

修
正
前

修
正
後

修
正
後

修
正
後

9 8宗報 2022年 5 月号 宗報 2022年 5 月号

情報コーナー

３
．
大
信
讃
（
信
巻
）

　
30
頁
　「
融
（
に
う
）」
と
、
13
頁
　

頌
讃
の
「
融
（
に
ゅ
）」
の
読
み
仮

名
の
統
一
を
は
か
る
た
め
、
ワ
ル
を
取
り
「
融
（
に
ゅ
）」
に
修
正

４
．
念
佛

　
31
頁
　「
陀
」
に
付
帯
す
る
仮
名
の
【
ん
】
を
削
除
し
、【
だ
】
の
み
に

す
る
（
３
頁
　

念
佛
伽
陀
「
陀
」
の
仮
名
と
統
一
を
は
か
る
）

５
．
回
向
句
（
證
巻
）

 

32
頁
　「
矣
」
の
文
字
に
【
や
】
と
振
り
仮
名
を
付
し
て
い
る
が
、
正

し
く
は
【
い
】
で
あ
る
た
め
修
正

６
．
法
要
修
行
の
手
引
き

 

38
頁
　「
〜
朱
蝋
燭
を
用
い
る
。」
を
「
〜
金
ま
た
は
朱
蝋
燭
を
用
い

る
。」
に
修
正

修
正
前
　
蝋
燭
は
朱
蝋
燭
を
用
い
る
。

修
正
後
　
蝋
燭
は
金
ま
た
は
朱
蝋
燭
を
用
い
る
。

○
音
源
修
正
箇
所

１
．
表
　
白

 

10
頁
　「
浄
土
真
実
」
読
み
間
違
い
の
た
め

 

修
正
前 

修
正
後

 「
じ
ょ
う
ど
し
ん
し
ゅ
う
」 

「
じ
ょ
う
ど
し
ん
じ
つ
」

２
．
大
信
讃

 

30
頁
　「
融
」
修
正
に
よ
る
読
み
替
え
の
た
め

 

修
正
前 

修
正
後

 

「
　
　

に
う
　

　
」 

「
　

　
に
ゅ
　
　

」

３
．
回
向
句

 

32
頁
　「
矣
」
修
正
に
よ
る
読
み
替
え
の
た
め

 

修
正
前 

修
正
後

 

「
　
　
や
　
　
」 

「
　
　
い
　
　
」

修
正
前

修
正
前

修
正
前

修
正
後

修
正
後

修
正
後
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」
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正
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読
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替
え
の
た
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修
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修
正
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「
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い
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修
正
前

修
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前

修
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正
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